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当施設のような介護老人保健施設にはたくさんの専門職が在職しており、各部署ごとにも様々

な職種に分けられています。ここでは、その専門職についてひとつずつご紹介していきます。 

 うららかな陽気が眠気を誘う春の日。 

 

 暖かな日光が花々を彩る桜並木の下、お花見をしました。 

 

 今年は冬が長く気温も中々春らしくなりませんでしたが、4月も半ばに入

るかと言う時期には、例年通り美しい姿を見せてくれました。 

  
 今年は三回に分け、矢田教育の森公園と大和川沿いの桜道へ花見に行って
おり、どちらも当施設から同じぐらいの距離となります。 
 
 陽は暖かく、薫る風はまだほどよい冷たさを残し、利用者様にとっても非
常に過ごしやすい気候だったのではないでしょうか。 

 
 お花見は四季折々を実感できる貴重な行事ですね。 
 これからも変わらず大切にしていきたいと思います。 

端午の節句に柏餅を食べる風習は日本独自のもので

あり、発祥といわれている中国では食べないようで、

柏を食べる由来として柏は新芽が出るまで古い葉が

落ちないことから「家系が絶えない」縁起物として

広まっていきました。 

中の餡ですが、現在は小豆餡が主流なようです。 

今回ご紹介するのは、支援相談員についてです。支援相談員は、当施設への入所やショートステイを希望され

ている方がサービスを利用されるまでの支援・相談業務全般を行っています。 
また本人・ご家族様の施設見学の案内、そして病院・自宅などに訪問しての本人面談、サービス利用が決定し
た方の契約などを行っています。 
御用があれば事務所までぜひお越し下さい。 


